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○　会議日程・付議事件 
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　（仮称）川西市子ども・若者未来計画の策定につい 
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○　出席者 
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坂　本　かおり

 
委　　　員 治　部　陽　介
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委　　　員 倉　見　昇　一
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中　西　　　　哲 
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 教育推進部副部長兼就学・給食課長 
（ 就 学 担 当 ） 岩　脇　　茂　樹

 こ ど も 未 来 部 副 部 長 

こども未来部副部長（こども支援担当） 
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釜　本　　雅　之 

井　上　　昌　子 

的　場　　秀　樹
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荻　野　　裕　也 
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○　議案等審議結果 

 

 

 
議案 

 

番号

 

議 案 名 

提　出 

 

年月日

議　決 

 

年月日

議　決 

 

結　果

 

議案 

２０

　（仮称）川西市子ども・若者未来計画の策定に 

　ついて
5.3.30 5.3.30 可　決
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［開会　午後２時３０分］ 

 石田教育長 　それでは、只今より令和５年第８回川西市教育委員会（臨時会）を開会

いたします。

 

 石田教育長 　それでは、「本日の出席者」をご報告いたします。 

　全員出席でございます。 

　なお、倉見委員につきましては、オンラインでの出席でございます。 

　倉見委員、入室確認をお願いいたします。

 

 倉見委員 　はい、入室しております。

 

 石田教育長 　映像及び音声により委員本人であること、また相互間での映像及び音声

の送受信が適正に行われることを確認できました。

 

 石田教育長 　本日は、全員出席でございます。 

　なお、事務局職員の出欠につきましては、事務局から報告をお願いいた

します。 

　教育政策課長。

 

 教育政策課長 

（的場）

　本日の「事務局職員の出欠」についてご報告申し上げます。 

　本日は、議題に関係する職員が全員出席でございます。どうぞよろしく

お願いいたします。

 

 石田教育長 　次に、本日の「議事日程」につきましては、配付しております議事日程

表のとおりであります。

 

 石田教育長 　これより日程に入ります。日程第１「議事録署名委員の選任」を行いま

す。教育長において、坂本委員、治部委員を指名いたします。よろしくお

願いいたします。

 

 石田教育長 　では次に、日程第２、議案第２０号「（仮称）川西市子ども・若者未来

計画の策定について」であります。事務局から説明をお願いいたします。 

　こども支援担当副部長。

 

 こども未来部副部長 

（井上）

　それでは、議案第２０号「（仮称）川西市子ども・若者未来計画の策定

について」ご説明いたします。 
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 　議案書は３ページをご覧ください。 

　本案は、（仮称）川西市子ども・若者未来計画を策定することについて、

市長に申出するにつき、川西市教育委員会事務処理規則第１０条第５号の

規定により議決を求めるものであります。 

　本計画につきましては、子ども・若者施策を総合的かつ計画的に推進し、

子どもから若者まで途切れることがない支援を実施するとともに、引き続

き、就学前期児童の教育・保育をはじめとする子育て支援事業の提供体制

の整備や全ての子どもや若者への支援を計画的に推進するため、川西市子

ども・子育て計画と川西市子ども・若者育成支援計画を統合し、川西市子

ども・若者未来計画として策定する必要があるため、本議案をお諮りして

いるところであります。 

　なお、第２期川西市子ども・子育て計画は、本年度が現計画の中間年に

当たるため、原則として時点修正など一部見直しを行い、川西市子ども・

若者育成支援計画は本年度で計画が満了するため、改定を行い、策定をす

るもので、原則、子ども・子育て計画をベースに、子ども・若者育成支援

計画の部分を記載していく形で計画を策定しますことから、本計画期間は、

第２期子ども・子育て計画の残りの計画期間である令和５年度から６年度

までの２年間の計画といたします。 

　本件につきましては、昨年１２月の教育委員会定例会で議決をいただき

実施いたしました意見提出手続とタウンミーティング及び１２月２３日の

議員協議会において提示されたご意見に基づいて、原案の内容に一部修正

を加えた上で、お手元にお配りしております最終案を作成し、このたびの

議案としてお諮りしております。 

　まず、意見提出手続いわゆるパブリックコメントの結果についてお伝え

いたしますと、本年１月１０日から２月１３日までの期間で実施いたしま

した６０人の方から１１８件のご意見をいただきました。あわせまして、

１月２８日に久代幼稚園で、２月４日に東谷公民館で、２月５日に清和台

公民館と多田公民館でそれぞれタウンミーティングを開催し、合計１０６

人の参加があり、６２件のご意見をいただきました。 

　主なものとしましては、計画案の１００ページから１０２ページにござ

います第７章の市立就学前教育保育施設のあり方についての市立幼稚園・

市立保育所・市立認定こども園の方針と事業計画に対するご意見で、市立

幼稚園の閉園やこども園化のご意見と併せて、市立幼稚園と市立保育所を

一体化して認定こども園化する場合の時期や整備場所等について、市立幼

稚園の入園者数が５人未満になった場合の対応などについてのご意見を多

数頂戴いたしました。 
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 　まず、市立幼稚園と市立保育所を一体化して認定こども園化する場合の

時期や整備場所等につきましては、令和１０年度の開設を目指し、具体化

に向けた検討を進め、施設が老朽化していることから、令和５年度、６年

度の２か年で既存施設の活用か新設とするかを含め、設置場所や定員を決

めていくとし、また、整備手法や運営方法についても併せて検討し、令和

７年度からの計画に反映させると事業計画の記載を修正いたしました。 

　市立幼稚園の入園者数が５人未満になった場合の対応につきましては、

一体化し認定こども園開設を予定している市立幼稚園については、原則園

を存続し、今後１クラスが５人未満になった場合は複式学級で、２クラス

ともに５人未満となった場合は他園所との合同教育保育を実施するなど、

カリキュラムを工夫することで集団教育保育を提供しますとしました。 

　なお、一体化し認定こども園化する予定のない東谷幼稚園につきまして

は、令和５年４月に入園する４歳児のクラスの児童数が５人未満である見

込みであることから、令和５年度の園児募集はせず、閉園等を検討します。

その際、在園児や令和６年度入園希望の方については、転園先の確保など

について支援を実施しますと事業計画の記載を改めました。 

　以上のように、意見提出手続に付した原案に対し、本案の作成に当たっ

て修正を加えましたのは３０か所でございますが、そのうちの主なものに

ついてご説明いたします。 

　「（仮称）川西市子ども・若者未来計画（案）」の３８ページをご覧く

ださい。 

　第４章子ども・子育て施策の展開についての重点施策（１）みんなで子

育てを応援し、寄り添うことができる環境づくりの部分で、令和５年度予

算の新規事業として計上された「乳幼児等及びこども医療費助成の拡充に

ついて」を⑨として新たに追加いたしました。それに併せまして、４７ペ

ージの④経済的な負担の軽減のナンバー１、こども医療費助成制度、ナン

バー２、乳幼児等医療費助成制度、４８ページの⑤特に支援を必要とする

家庭への支援のナンバー１、母（父）子家庭等医療費助成制度、４９ペー

ジのナンバー１２、障がい児への医療扶助の実施内容につきまして、それ

ぞれ新たな助成内容に修正いたしました。 

　続いて、６３ページ、第５章若者育成支援施策の展開の基本目標５、す

べての子ども・若者の健やかな成長と自立を支援するの＜課題＞の部分に

つきまして、地域共生社会を形成する観点を追加し、「セクシュアルマイ

ノリティや外国籍、障がいのある方などが排除されることなく、包摂され、

必要に応じて、相談や支援を受けることができるような地域共生社会を形

成する必要があります」と追記いたしました。 
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 　また、１００ページの第７章市立就学前教育保育施設のあり方について

の４、今後の方針と事業計画の（１）市立幼稚園・市立保育所・市立認定

こども園の方針と事業計画につきましては、今回の意見を踏まえまして、

先ほど述べさせていただきましたとおり、市立幼稚園と市立保育所の事業

計画で一体化する施設につきましては、開設を目指す時期を明記するとと

もに、子どもにとってよりよい教育・保育を提供する観点から、老朽化対

策等のため、新設を含めた適切な手段を検討するよう変更しました。 

　あわせて、市立幼稚園につきましては、４歳児クラスの児童が５人未満

になった場合の対応策を変更しました。 

　市立認定こども園につきましては、地域の拠点となる施設とするよう７

年度からの次期計画で検討するとしていたところを、今後一体化事業を進

めるに当たり、検討時期を前倒しするため、本計画期間中に検討すること

と修正いたしました。 

　以上の主立った箇所以外にも、文言表記の修正や追記など変更を加えて

おりますが、本議案でお諮りする内容をもちまして、川西市子ども・若者

未来計画策定を市長に申出をし、来年度から本計画の実現に向けた取組を

進めてまいりたいと考えております。 

　議案第２０号の説明は以上でございます。よろしくご審議賜りますよう

お願い申し上げます。

 

 石田教育長 　説明は終わりました。 

　既に議員協議会の前の段階で１度、案については見ていただいている状

況ではございます。そのときに表現等について若干のご指摘はあったとこ

ろですが、それにプラスして今副部長のほうからご説明があった部分です

けれども、何かご質問等ありますでしょうか。 

　膨大な量なので、あれなんですけれども、もしできましたら……

 

 倉見委員 　すみません。よろしいですか。

 

 石田教育長 　はい、どうぞ、倉見委員。

 

 倉見委員 　議員協議会の前に、あれは何でしたでしょうか、教育委員会の協議会で

したでしょうか。

 

 石田教育長 　そうです。
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 倉見委員 　それで、議員協議会を経て、その後何か大きく変更になったところとか

はあるのでしょうか、字句の修正とかは結構です。

 

 石田教育長 　大きな変更についてということですね。 

　担当のほう、どうですか。主立ったところ、字句の変更ではなくてとい

うところがあれば、あったと思うんですけれども、報告願えますか。 

　担当副部長。

 

 こども未来部副部長 

（井上）

　大きな修正というところではございませんでしたが、一部……

 

 こども未来部副部長 

（釜本）

　マイク。

 

 こども未来部副部長 

（井上）

　すみません。失礼いたしました。 

　大きな修正というところは特にございませんでしたが、一部文言を削除

する等のところの部分で、回答するご意見の部分のところを変更させてい

ただきまして、そこの部分を計画案のほうで修正をさせていただくという

形を取らせていただいております。 

　以上です。

 

 石田教育長 　例えばですけれども、１００ページかな。１００ページの久代幼稚園、

多田幼稚園の項の事業計画の中の文言、お願いできますか。 

　担当副部長。

 

 こども未来部副部長 

（井上）

　すみません、失礼いたしました。 

　大きなというところではないんですが、久代幼稚園、多田幼稚園、１０

０ページのところでございます。そちらのところで、行数でいいますと上

から４行目のところでございます。「また、整備手法や運営方法について

合わせて検討し、令和７年度から次期計画に反映します」となっています

ところの前に、「また、新設する場合には」という文言を入れておったの

ですが、少し表現的になかなか……。 

　すみません。失礼しました。「新設する場合には」という表現を入れて

おったんですが、ちょっと新設する場合だけにそういう整備手法や運営方

法についても検討するというふうに捉まえられる場合もあるのではないか

ということがございましたので、そちらの「新設する場合には」という文
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 言のほうは取らせていただいております。

 

 石田教育長 　倉見委員、１００ページのところは分かるでしょうか。

 

 倉見委員 　はい、網かけになっていましたね。

 

 石田教育長 　２つ目の項目のところですけれども、「施設の老朽化が進んでいること

から、令和５年度・６年度の２カ年で、既存施設の活用か新設とするかを

含め、設置場所や定員などを決定します」と。そして、「新設する場合に

は、整備手法や運営方法についても合わせて検討し、令和７年度からの次

期計画に反映します」という項なんですけれども、議員協議会の中で、整

備手法や運営方法を検討するのは新設する場合に限られるのですかという

ご質問をいただいていました。既存施設の活用か新設かという、そういう

設備面のことだけではなくて、いずれにしても、既存施設を活用する場合

も新設する場合も含めて、整備手法や運営方法についても検討すべきであ

るということですので、新設する場合にはという項目を削除しているとい

うことです。ご理解いただけましたでしょうか。

 

 倉見委員 　はい、ありがとうございます。

 

 石田教育長 　こども未来部長。

 

 こども未来部長 

（山元）

　今ご説明をさせていただきました変更点以外にも、せんだっての教育委

員協議会から、その後の議員協議会を経て変更した点が幾つかございます。 

　具体的に申し上げますと、計画書の３８ページのところになります。（１）

みんなで子育てを応援し、寄り添うことができる環境づくりの説明文の中

で、また書き以降の２行を追加させていただいております。 

　さらに、計画書の４７ページのところですけれども、下の段の表になり

ますが、経済的な負担の軽減の部分でございますけれども、事業ナンバー

のこども医療費助成制度、さらに、乳幼児等医療費助成制度の部分につき

まして、「児童」というふうな表現を使っておりましたけれども、それを

一部修正するとともに、１番の部分では「子どもの」というふうな、そん

な文言を追加させていただいております。 

　さらに、４８ページですけれども、⑤の特に支援を必要とする家庭への

支援の部分でも同様に、「児童」という呼び方を「子ども」というふうな

形に変更をさせていただいております。 
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［閉会　午後２時５０分］ 

以上会議の事項を記録し、相違ないことを認めましたので、ここに署名いたします。 

 

　　　令和５年４月２１日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署名委員　　　坂　本　かおり　　 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　治　部　陽　介　　

 　先ほどご説明をさせていただいた部分と併せまして、以上が教育委員協

議会から議員協議会を経て、計画の部分を修正させていただいた主立った

項目というふうな形になります。 

　以上でございます。

 

 石田教育長 　「児童」という表現を「子ども」にということなんですけれども、児童

というのが福祉での対象の言い方と学校での言い方とに若干ずれがあると

いうことで、用語の統一を一般的な方から見たときにも分かりやすくした

ほうがいいのではないかということで、「子ども」という言い方に統一し

ているところです。 

　今、部長、副部長が説明したところが主な変更点かなということですね。

何かここに関して、または、それ以外のところで質問ありますでしょうか。 

　多岐にわたるところで、事前にも見ていただいているところですので、

今、議員協議会後に変更があったところについての説明を中心として行っ

ていますので、それでよろしいかなと思いますが、よろしいですか。

 

 石田教育長 　それでは、お諮りいたします。議案第２０号につきまして、これを可決

することにご異議はございませんか。

 

 （「異議なし」の声）

 

 石田教育長 　異議なしと認めます。よって、議案第２０号につきましては可決されま

した。

 

 石田教育長 　以上で本日の議事は全て終わりました。

 

 石田教育長 　これをもちまして、第８回川西市教育委員会臨時会を閉会いたします。

ありがとうございました。


